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「立ち上がる農山漁村」選定案概要書

◎取 組 分 野： ④農林水産物の輸出】【

北海道帯広市１．都道府県、市町村
おびひろし

帯広市川西農業協同組合２．事 業 者 名

長いものブランド化と輸出促進３．取 組 み の 名 称

４．取 組 概 要 等

◇概 要

当地区は、北海道の東部に広がる十勝平野のほぼ中央部にあたる帯広市の南部に位置し、

その地域農業は、小麦・てん菜・馬鈴しょ・豆類の４作物を基幹作物とする畑作地帯となっ

ています。

農産物価格が低迷を続けるなか、農業経営収支の改善を進めるため、高収益を見込める野

菜の導入について模索し、当地区の気候・風土によく適した長いもを新たな品目として選定

し、畑作と野菜の複合経営を推進してきたところです。

長いもの生産に当たっては、優良種子の生産体系の整備、栽培技術の高位平準化のための

指導等を関係者一丸となって取り組んだことによって、収量・品質のレベルアップが進み、

全国で有数の長いも産地として銘柄確立がされ、当地区の重要作物として位置づけられてい

ます。

全国の市場や量販店等から評価されたことにより、実需者からは供給量の増加と周年供給

が求められ、新規耕作者の育成や十勝管内の４農協と連携し広域的な産地の形成による生産

量の拡大、集荷体制の整備を進めてきたところです。

近年では、台湾での薬膳料理の食材として注目され、輸出による新たな販売チャンネルの

確保につながっているところです。

これまで、原料の鮮度保持体制の整備を進めながら、品質の安定化による周年供給を行っ

てきたところですが、国内市場や海外市場から需要の高い時期の供給量の拡大が求められて

いるところです。

このため、実需者ニーズに対応した安定供給体制を整備し、長いも産地としての持続性の

向上、国内外における川西長いもブランドの地位向上、有利販売を行うことによって農家所

得の向上を図っております。

平成１５年度の販売実績

販売量：13,407t（うち輸出量775t）

販売額：4,677,178千円（うち輸出額298,998千円）

◇既存の行政の枠組みへの依存度

１ 活動の立ち上がり時に利用した補助金

なし

２ 現在利用している施設、基盤等に関わる補助金

集出荷貯蔵施設 昭和56年 二次農構 帯広川西地区 400ｔ

昭和60年 新農構 帯広川西地区 932ｔ

昭和63年 新農構 帯広川西地区 1,020ｔ

平成３年 体質強化 帯広川西地区 2,520ｔ

平成14年 生産振興 帯広川西地区 2,500ｔ

洗浄選別ライン 平成16年 生産振興 帯広市川西地区 75ｔ/日

３ 現在の活動に関わる補助金

ソフト事業 平成13～16年 生産振興 帯広市川西地区
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◇地域活性化のポイント

長いもの生産地形成については、農協・町村地域の枠を超えた広域体制を組み、昭和６０

年に「川西長いも運営協議会」が発足し、現在はＪＡ芽室・ＪＡ中札内・ＪＡ足寄・ＪＡ浦

幌・ＪＡ新得が原料生産に参画し、当組合が一元集荷、多元販売として通年供給体制を可能

としております。

輸出については、平成１１年度より試験的に行い、平成１２年度（平成１１年産長いも）

から本格的に行うようになりました。

その間、現地での評判、流通体系、消費動向調査等のため、平成１２年度及び平成１３年

度の２回にわたり現地市場調査、今後の供給体制について検討・協議を現地にて行い、また

生産現場、供給整備状況を実需者サイドの視察によって体制強化を図って参りました。

海外での、北海道産農畜産物に対する印象は 「新鮮 「おいしい 「高品質」が大半を占、 」 」

め青果物の人気も高く、長期的な観点からも市場性が高いと判断しております。

このことにより、生産者の作付意欲も高まり、作付面積の増加と共に生産技術の向上を図

り、今まで以上の「安全・安心・高品質・安定生産」を目指しグループとして銘柄維持及び

発展に向け研究と開発に取組み、農家所得の向上に寄与しております。

◇事業の今後の展開方向

川西長いもについては、東南アジアを今後も国内販売とバランスをとりながら供給できる

一大消費地として位置付け、販路拡大を行うことにより、生産される長いもの総体の需要拡

大につながることから、作付面積の増反・新規耕作者の育成が可能となると考えられます。

また、今後の輸出量については、川西長いもグループとして、４Ｌ規格を中心に国内需要

とのバランスを考慮し取り進めていくこととしております。

今後は、環境負荷軽減対策として、生分解性プラスチック資材の実証試験等を行い、更な

る安全性の強化に努めていきます。

◇局としてのコメント

農産物の生鮮品としての輸出は、生産者にとって大きな希望となっている。５年の実績を

得て輸出量も安定しており、今後の販路拡大が期待される。
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「立ち上がる農山漁村」選定案概要書

◎取 組 分 野： ⑤ 】【 都市と農山漁村の交流

北海道黒 松 内 町１．都道府県、市町村
くろまつないちょう

黒松内町２．事 業 者 名

北限のブナ林をシンボルとした里づくり３．取 組 み の 名 称

４．取 組 概 要 等

◇概 要

戦中、戦後と２度の伐採の危機を迎えながらも、先人の賢明な選択によって継承され

てきた北限のブナ林「歌才ブナ林」をシンボルとし、黒松内の優れた自然環境、そこで
うたさい

営まれる農業や農村風景、地域文化を潜在的資源と位置づけ、町民が誇りとする農村風

景の創造と、都市との交流を促進する体験型・滞在型のふるさとづくりを目指すブナ北

限の里づくりを昭和６３年からスタートさせた。

このことにより、それまで有効な活用を図ることが出来ていなかった、町独自の豊か

な自然を地域のポテンシャルとし、この町の風土、産業に根ざした文化性豊かな農村ア

メニティの創造と、国民ライフスタイルの変化と多様性を見据えた手づくりの農村リゾ

ートを創造してきた。

◇既存の行政の枠組みへの依存度

道単独事業によりブナ林をはじめとする自然や町内の歴史などの情報を展示･収集す

る博物館「ブナセンター」等を整備

◇地域活性化のポイント

ブナ北限の里づくり構想の推進により、黒松内という町の名前を広く良い意味でＰＲ

し、イメージアップが図られた。また、近年は、都市生活者を中心とした自然回帰志向

が、大都市･札幌から車で約２時間半という遠距離にありながら、年間約４７万人とい

う交流人口を生み、町の振興発展に大きな効果を表している。

さらに、先に建設した施設のうち、宿泊施設、温泉施設を第３セクターに管理運営を

委託、新たな雇用の場の創出にも繋がっているほか、都市部からの移住者が喫茶店や民

宿などを開業、地域住民にとっても新たな刺激となった。

◇事業の今後の展開方向

ブナ北限の里づくり構想によるハード整備はほぼ終了、これまで整備した施設をより

有効に活用するため、各種ソフト施策の展開とともに、今後も自然を基調としたまちづ

くりを推進することはもちろん、地域をより魅力あるものにするための農村らしい牧歌

的景観の維持やクリーン農業の推進によるイメージアップなど、基幹産業である農業と

の連携を図ることとしている。
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◇局としてのコメント

残された北限のブナ林をシンボルとした山村の美しい風景等地域の魅力を活かして都

市との交流を図ることにより、雇用機会の創出や地域住民の意識改革につなげているこ

とから、こうした取組が全国に広がることにより、山村地域の活性化が図られるものと

考えている。

ブナ林（遠景）

ブナ林（林内）

ブナセンター
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「立ち上がる農山漁村」選定案概要書

◎取 組 分 野： ⑤都市と農山漁村の交流】【

北海道小清水町１．都道府県、市町村
こしみずちょう

有限会社 シナジーこしみず２．事 業 者 名

ゆり農家と地域住民の連携による地域おこし３．取 組 み の 名 称

４．取 組 概 要 等
◇概 要

、 「 」当町には原生花園があり そこで最も目立つ花が町の花にもなっている エゾスカシユリ

であることからも分かるように 「ゆり」の栽培は当町の気候風土に適していると言われて、

いる。地域おこしをめざす「ゆり栽培農家４戸」が中心となり、平成９年８月に農地３haに

ユリ（カサブランカ）を植栽し、公開したところ45日間で約７万人の観覧者を集める。

同10年に、ゆりの郷こしみず「リリーパーク」を開設し、農家自らが球根・切花を販売し

本格的な園内体制整備を進めるとともに、テナント・出展等の連携を商業者や地域住民に求

める。

現在では約13haの丘陵地に、110品種、700万本のゆりが咲き誇り７万人を超える観覧者を迎

えるまでになっている。

◇既存の行政の枠組みへの依存度
１ 活動の立ち上がり時に利用した補助金

○「ゆりの郷こしみず「リリーパーク」設置事業費補助金 （町単独事業）」

H9 3,000千円（公園・園地を含めた造成整備費）

H10 3,000千円（ 〃 ）

H11 3,000千円（ 〃 ）

２ 現在利用している施設、基盤等に関わる補助金

○道営東オホーツク地区自然環境整備事業

３ 現在の活動に関わる補助金

○ なし

◇地域活性化のポイント
園内では町内から９店舗の売店（うち法人７、個人７）が出店し、開園期間内（７月～９

月）で延べ2,000人の雇用機会を提供するとともに、駐車場の整理に、高齢者勤労センター

（シルバー人材）の活用を図るなど、地域での雇用拡大に貢献している。

ガソリン給油所,食堂等の業種においても繁忙を取り戻し、上記同様の貢献が図られてい

る。

◇事業の今後の展開方向

行政への要望としては、観光客の誘致を目的として、農村景観と花の町づくりを観 光資

源として活用する市町村が広域連携した観光ネットワークの整備を進めるととも にそれら

に関する情報発信の体制を整備していただきたい。

◇局としてのコメント
農家が主体となって活動を進め、原生花園と結びついた新たな地域おこしの事例。雇用拡

大への貢献度が高い。
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「立ち上がる農山漁村」選定案概要書

◎取 組 分 野： ①食 】【

北海道中札内村１．都道府県、市町村
なかさつないむら

（有）中札内村レディースファーム２．事 業 者 名

無殺菌牛乳の生産・販売３．取 組 み の 名 称 女性による

４．取 組 概 要 等

◇概 要

事業者は、平成３年に酪農家として新規就農した代表者が、平成１２年に設立した農業生

産法人。生き物の世話という命を育む仕事には女性の方が向く、消費者の目線を持って農業

ができるのは女性である、農業での女性の自立を支援したい、といった代表者の考えの下、

スタッフは全て女性が担っている。

また、生産現場そのままの風味の牛乳を消費者に届ける希望を持ち、平成１５年から、自

社生産による無殺菌牛乳の製造と販売を行っている。

酪農経営規模：経産牛７０頭 育成牛３０頭 牧草畑２８ha（平成１５年１０月現在）

平成１５年度販売額：７千万円

◇既存の行政の枠組みへの依存度

平成 ７年：農業経営基盤強化資金借入（農地取得）

平成１３年：農業経営基盤強化資金借入（無殺菌牛乳製造施設導入）

平成１５年：農業経営維持安定資金（再建整備資金・償還円滑化資金）借入（負債整理）

補助事業は利用していない。

◇地域活性化のポイント

自分で農業経営に取り組むことを希望する女性を積極的に支援し、女性が「農家の嫁・単

なる労働力」ではなく、経営者としての自立に必要な能力、技術の取得ができる受け皿を設

けている。

また、自分で生産した牛乳を、生産した状態のままで消費者に届ける活動を行うことで、

自然に恵まれた地域の下で生産された自然のままの風味を、消費者に伝えている。

◇事業の今後の展開方向

現状では独力での女性の就農は困難だが、今後は農業後継者との結婚ではない女性の就農

が可能となる環境が必要と、事業者の代表は考えている。そのような環境を整える一歩とし

て、完全に女性だけで経営する会社とすることが目標であり、目標の達成のため、女性だけ

で農業経営が可能になるための成果をあげていく。

また、現在生産している無殺菌牛乳の販路を新たに開拓し、自然の風味の牛乳の良さを今

まで以上に広く消費者に伝えていく。

◇局としてのコメント

女性の新たな就農形態を模索した実践的取組み。農業に女性の視点を取り込むことで、安

全安心な農産物の提供と雇用の拡大が期待できる。
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